
　

平
成
31
年
２
月
１
日
全
日
本

不
動
産
政
治
連
盟
神
奈
川
県
本

部
は
、
自
由
民
主
党
神
奈
川
県

議
会
議
員
と
の
間
で
「
全
日
神

奈
川
政
策
研
究
会
」
を
発
足
さ

せ
、
同
日
、（
公
社
）
全
日
本

不
動
産
協
会
神
奈
川
県
本
部
研

修
室
に
て
調
印
式
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

全
日
神
奈
川
政
策
研
究
会

は
、県
内
の
不
動
産
業
の
成
長
、

発
展
、
活
性
化
を
促
進
し
、
県

民
生
活
の
向
上
を
目
指
す
も
の

で
、
自
由
民
主
党
神
奈
川
県
議

会
議
員
を
顧
問
に
迎
え
、
県
内

外
の
不
動
産
市
場
の
動
向
、
土

地
・
住
宅
に
関
す
る
条
例
・
税

制
並
び
に
経
済
情
勢
等
に
関
す

る
意
見
交
換
を
行
い
、
陳
情
並

び
に
要
望
を
作
成
し
具
現
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
発
足
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
秋
山
始
本
部
長
以

下
、
15
名
の
全
日
本
不
動
産
政

治
連
盟
神
奈
川
県
本
部
役
員
が

出
席
し
、
自
由
民
主
党
神
奈
川

県
議
会
議
員
か
ら
は
横
須
賀
市

選
出
の
牧
島
功
議
員
を
は
じ
め

総
勢
11
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

調
印
式
は
15
時
に
松
本
総
務

委
員
長
の
司
会
に
て
開
始
さ

れ
、
唐
橋
和
男
副
本
部
長
の
開

会
の
あ
い
さ
つ
、
秋
山
本
部
長

に
よ
る
主
催
者
あ
い
さ
つ
と
進

行
し
、
自
由
民
主
党
神
奈
川
県

議
会
議
員
を
代
表
し
、
牧
島
功

議
員
か
ら
ご
あ
い
さ
つ
を
賜

り
、
今
回
の
調
印
式
に
至
る
経

緯
に
つ
い
て
ご
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
双
方
の
出
席
者
の

紹
介
を
行
い
、
全
日
本
不
動
産

政
治
連
盟
神
奈
川
県
本
部
山
﨑

一
守
幹
事
長
よ
り
顧
問
議
員
一

人
一
人
に
委
嘱
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
の
合
意
書
へ
の
調
印

は
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も

笑
い
声
も
混
じ
り
、
秋
山
本
部

長
と
牧
島
功
議
員
よ
り
署
名
・

捺
印
の
後
に
記
念
撮
影
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

調
印
式
に
ひ
き
続
き
懇
親
会

も
開
催
さ
れ
、
食
事
を
摂
り
な

が
ら
の
和
や
か
な
歓
談
の
中
、

ご
参
加
い
た
だ
い
た
議
員
団
の

皆
様
全
員
に
２
月
16
日
に
開
催

と
な
る
政
経
懇
談
会
の
招
待
状

が
配
ら
れ
、
16
時
20
分
の
山
﨑

幹
事
長
の
あ
い
さ
つ
で
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

合意書に署名・捺印された秋山始本部長（左）と牧島功県議会議員（右）

「
全
日
神
奈
川
政
策
研
究
会
」発
足
調
印
式

桐
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市
いち

川
かわ
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広
ひろ

　議員
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　ゆうや　議員
選挙区：大和市

内
うち

田
だ
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選挙区：横浜市青葉区
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倉
くら

　寛
ひろ

明
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　議員
選挙区：秦野市

高
たか

橋
はし

　栄
えい

一
いち

郎
ろう

　議員
選挙区：横浜市保土ケ谷区

牧
まき

島
しま

　功
いさお

　議員
選挙区：横須賀市

田
た

中
なか

　徳
とく

一
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郎
ろう

　議員
選挙区：川崎市幸区

川
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本
もと

　学
まなぶ

　議員
選挙区：川崎市中原区

しきだ　博
ひろ

昭
あき

　議員
選挙区：横浜市都筑区

加
か

藤
とう

　元
もと

弥
や
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選挙区：横浜市西区
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「
全
日
神
奈
川
政
策
研
究
会
」

の
発
足
に
つ
い
て
、
顧
問
団
・

同
研
究
会
両
組
織
の
立
ち
上
げ

経
緯
と
活
動
意
義
の
説
明
や
、

今
後
に
対
す
る
抱
負
と
と
も

に
、
出
席
す
る
会
員
へ
の
協
力

要
請
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
佐
々
木
支
部
長
に

よ
る
挨
拶
と
祝
電
が
披
露
さ
れ

た
の
ち
に
市
政
報
告
と
な
り
、

梶
村
市
連
幹
事
長
か
ら
、
国
土

交
通
省
に
よ
る
平
成
23
年
９
月

の
都
市
計
画
法
改
正
に
よ
っ
て

県
か
ら
横
浜
市
へ
移
譲
さ
れ

た
、
都
市
計
画
決
定
権
限
及
び

「
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開

発
及
び
保
全
の
方
針
」
に
基
づ

き
、
昨
年
、
横
浜
市
が
主
導
か

つ
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
市

街
化
区
域
・
市
街
化
調
整
区
域

の
線
引
き
と
、
今
年
度
に
開
始

予
定
と
な
っ
て
い
る
用
途
地
域

見
直
し
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ご
出
席
い
た
だ
い

た
市
会
議
員
の
皆
さ
ま
一
人
一

人
か
ら
日
々
行
わ
れ
て
い
る
政

策
に
つ
い
て
の
お
話
し
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地
区
に

お
け
る
情
勢
に
係
る
活
動
の
詳

細
と
し
て
、
人
口
減
少
問
題
や

地
籍
調
査
、
建
築
物
へ
の
木
材

使
用
促
進
に
よ
る
地
球
温
暖
化

防
止
の
貢
献
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

取
り
組
み
、
商
店
街
活
性
化
に

向
け
た
対
策
、
災
害
時
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
活
用
展
望

等
々
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
興
味

深
い
報
告
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
終
了
後
、
会
場
を
移

し
て
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で

は
、
高
長
谷
組
織
広
報
委
員
長

と
来
賓
代
表
の
梶
村
市
連
幹
事

長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
の

ち
、
芳
賀
一
三
支
部
前
幹
事
長

の
発
声
に
よ
っ
て
乾
杯
と
な
り

ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
で
情
報
・
意
見
等
の

交
換
が
交
わ
さ
れ
な
が
ら
出
席

者
同
士
の
交
流
が
深
め
ら
れ
、

今
年
開
港
１
６
０
周
年
で
あ
る

と
と
も
に
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の
地
元
開
催
を
控
え

る
横
浜
市
へ
の
今
後
の
期
待
を

感
じ
さ
せ
る
盛
況
ぶ
り
と
な
る

中
、
最
後
に
、
笠
原
副
支
部
長

の
挨
拶
に
よ
っ
て
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
本
部
は
、
平
成
31

年
２
月
16
日
（
土
）、
横
浜
ベ

イ
ホ
テ
ル
東
急
（
横
浜
市
西
区

み
な
と
み
ら
い
）
に
て
政
経
懇

談
会
お
よ
び
懇
親
会
を
開
催
。

懇
談
会
は
、
講
師
に
黒
岩
祐
治

神
奈
川
県
知
事
、
菅
義
偉
内
閣

官
房
長
官
、
全
日
政
策
推
進
議

員
連
盟
会
長
・
衆
議
院
予
算
委

員
長
の
野
田
聖
子
議
員
を
お
招

き
し
、
会
員
１
２
２
名
出
席
の

も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
２
月
以
来
５
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
、
秋

山
始
本
部
長
は
冒
頭
で
、「
２

月
１
日
に
は
県
議
会
議
員
11
名

の
皆
さ
ま
に
参
加
い
た
だ
き
、

県
本
部
で
初
め
て
と
な
る
『
全

日
神
奈
川
政
策
研
究
会
』
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

県
内
で
の
、
よ
り
安
定
し
た
不

動
産
事
業
の
成
長
・
発
展
・
活

性
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
ま
ず
初
め
に
黒

岩
知
事
が
、
知
事
就
任
時
よ
り

将
来
に
向
け
て
取
り
組
み
続
け

て
い
る
「
い
の
ち
輝
く
マ
グ
ネ
ッ

ト
神
奈
川
」諸
施
策
に
つ
い
て
、

「
医
療
の
充
実
、食
の
安
心
安
全
、

農
業
、
環
境
な
ど
多
岐
に
取
り

組
む
中
で
、
昨
年
は
国
連
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
て
活
動
を

行
う
団
体
と
し
て
、
神
奈
川
県

が
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
及
び

自
治
体
モ
デ
ル
事
業
』
に
選
ば

れ
、ま
た
推
進
中
の
『
未
病
（
Ｍ

Ｅ
‒
Ｂ
Ｙ
Ｏ
）』
で
は
、
関
連
産

業
の
創
出
や
教
育
体
制
の
向
上

ほ
か
川
崎
・
殿
町
エ
リ
ア
へ
の

最
先
端
医
療
拠
点
配
置
等
の
特

区
戦
略
も
行
っ
て
い
る
。
超
高

齢
社
会
の
課
題
先
進
国
と
い
わ

れ
る
日
本
の
中
で
、
課
題
先
進

県
と
し
て
、
今
後
も
人
生
１
０

０
歳
時
代
に
向
け
て
『
笑
い
溢

れ
る
充
実
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
』
を
目
指
し
て
い
く
」
と
の

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
菅
内
閣
官
房
長
官

が
登
壇
し
、「
安
倍
政
権
の
方
向

性
」
に
つ
い
て
、「
第
２
次
政
権

発
足
か
ら
７
年
目
と
な
り
、
こ

の
間
、
日
本
経
済
再
生
と
外
交

安
全
保
障
の
再
構
築
等
を
行
う

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
、
長
引
く
景

気
低
迷
を
打
ち
破
る
た
め
の
三

本
の
矢『
金
融
緩
和
、財
政
出
動
、

成
長
戦
略
』
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
雇
用
の
増
加
や
地
価
が

26
年
ぶ
り
に
上
向
き
に
な
る
な

ど
結
果
は
数
値
に
表
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
地
方
の
活
力
促
進
の
た

め
に
着
手
し
た
観
光
立
国
（
政

策
）
と
農
林
水
産
業
の
大
改
革

で
は
、
昨
年
は
訪
日
外
国
人
が

３
，
１
１
９
万
人
に
増
加
、
60

年
ぶ
り
の
農
協
改
革
や
42
年
ぶ

り
の
減
反
政
策
と
70
年
ぶ
振
り

の
林
業
・
水
産
業
の
各
法
の
改

正
も
実
施
し
、
今
後
は
安
全
保

障
や
社
会
保
障
制
度
へ
の
一
層

の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
く
考

え
」
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
田
議
員
か
ら
は
、「
近
未
来

の
経
済
を
良
く
す
る
た
め
に
」

と
し
、「
経
済
は
人
に
よ
っ
て
成

り
立
つ
。
天
然
資
源
の
少
な
い

日
本
が
こ
こ
ま
で
成
長
し
て
こ

ら
れ
た
の
は
先
人
の
智
恵
の
積

み
重
ね
に
よ
る
も
の
。
人
口
減

少
、
個
人
消
費
の
伸
び
悩
み
な

ど
の
課
題
が
あ
る
中
、
近
未
来

の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
に
は

当
た
り
前
に
子
ど
も
た
ち
が
生

ま
れ
育
っ
て
い
く
こ
と
の
で
き

る
国
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
か
。
不
動
産
業
に
お
い
て

は
、
若
い
世
代
の
間
で
は
家
や

車
の
所
有
は
、
も
は
や
ス
テ
イ

タ
ス
で
は
な
く
な
り
ト
レ
ン
ド

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
現
状

を
放
置
せ
ず
、
ニ
ー
ズ
を
越
え

た
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｓ
す
な
わ
ち
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
見
つ
け
て
い
け
る

か
ど
う
か
、
今
が
正
念
場
」
と

の
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
移
し
て
開

催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
来
賓

の
原
嶋
和
利
会
長
、
野
田
議
員

の
挨
拶
、
ご
臨
席
い
た
だ
い
た

国
会
議
員
紹
介
に
続
き
、
甘
利

明
自
由
民
主
党
・
選
挙
対
策
委

員
長
ほ
か
各
議
員
よ
り
挨
拶
が

あ
り
、
そ
の
後
は
県
議
会
議
員

代
表
と
し
て
、
顧
問
お
よ
び
全

日
神
奈
川
政
策
研
究
会
代
表
の

牧
島
功
議
員
と
、
梶
村
充
横
浜

市
会
議
員
・
自
民
党
横
浜
市
連

幹
事
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
松
永
幸
久
幹
事
長

の
発
声
で
乾
杯
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

で
進
み
、
最
後
に
森
山
隆
副
本

部
長
の
、「
こ
こ
ま
で
盛
大
に

会
を
実
施
で
き
た
の
は
各
地

域
・
支
部
に
お
け
る
活
動
の
成

果
の
賜
物
で
す
。
ま
た
５
年
後

に
開
催
し
ま
し
ょ
う
」
と
の
挨

拶
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

５
年
ぶ
り
の
政
経
懇
談
会
を
盛
大
に
開
催

　

横
浜
支
部
は
、
平
成
31
年
１

月
30
日
（
水
）、
ホ
テ
ル
横
浜

ガ
ー
デ
ン
（
横
浜
市
中
区
山
下

町
）
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度

政
経
懇
談
会
及
び
懇
親
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

政
経
懇
談
会
は
、
自
民
党
横

浜
市
連
幹
事
長　

梶
村
充
氏
、

横
浜
市
会
議
員
団
長　

横
山
正

人
氏
を
は
じ
め
と
す
る
横
浜
市

会
議
員
８
名
の
方
々
を
お
招
き

し
、
山
﨑
一
守
神
奈
川
県
本
部

幹
事
長
、
佐
々
木
支
部
長
ほ
か

笠
原
副
支
部
長
及
び
支
部
所
属

会
員
55
名
の
出
席
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
山
﨑
幹
事
長
か
ら
、

主
催
者
代
表
の
挨
拶
に
続
き
、

自
民
党
県
会
議
員
12
名
（
う
ち

横
浜
支
部
選
挙
区
で
は
３
名
）

に
よ
る
顧
問
団
と
、
２
月
１
日

（
金
）
に
調
印
式
が
行
わ
れ
た

開
港
１
６
０
周
年
を
迎
え
る
横
浜
市

多
岐
に
わ
た
る
活
発
な
情
報
交
換
を
実
施

1
横
浜
支
部

菅義偉内閣官房長官を囲んで

人口減少問題や地籍調査、SDGｓへの取り組みなど多岐に
渡る市政が報告された

秋山始本部長

黒岩祐治神奈川県知事菅義偉内閣官房長官

野田聖子衆議院議員
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平
成
31
年
１
月
28
日
（
金
）

ホ
テ
ル
サ
ン
ラ
イ
フ
ガ
ー
デ
ン

に
於
い
て
、
政
経
懇
談
会
を
開

催
し
、
支
部
会
員
の
49
名
の
会

員
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　

守
屋
て
る
ひ
こ
・
米
村
か
ず

ひ
こ
・
森
正
明
神
奈
川
県
議
会

議
員
・
数
田
俊
樹
平
塚
市
市
議

を
お
招
き
し
、
各
議
員
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
、
県
議
会
、
市
議
会

に
お
け
る
所
属
す
る
委
員
会
で

の
活
動
の
報
告
な
ら
び
に
、
住

み
や
す
い
街
づ
く
り
の
重
要

性
、
県
西
地
域
を
い
か
に
し
た

ら
活
性
化
出
来
る
か
、
人
口
流

失
を
如
何
に
食
い
止
め
る
こ
と

が
出
来
る
か
、
調
整
区
域
を
活

用
す
る
為
の
整
備
計
画
の
あ
り

方
、
ま
た
そ
の
制
度
化
、
空
き

家
対
策
を
ど
う
す
る
か
等
々
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
熱
意
を

も
っ
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

非
常
に
内
容
の
濃
い
ま
た
貴

重
な
情
報
で
し
た
の
で
、
会
員

の
皆
様
も
熱
心
に
聞
き
入
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
賀
詞
交
歓
会
が
開

催
さ
れ
、
井
上
義
行
衆
議
院
議

員
、
米
村
か
ず
ひ
こ
・
森
正
明

県
議
会
議
員
、
数
田
俊
樹
平
塚

市
議
会
議
員
の
御
臨
席
を
賜

り
、
松
本
県
本
部
総
務
委
員
長

の
挨
拶
の
の
ち
、
日
比
野
副
支

部
長
の
乾
杯
の
発
声
に
よ
り
会

は
始
ま
り
、
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

　

研
修
会
・
政
経
懇
談
会
・
賀

詞
交
歓
会
と
内
容
の
濃
い
、
実

に
有
意
義
な
催
事
と
す
る
こ
と

が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
当
支
部
に
お
い
て

は
国
政
、
県
政
、
市
政
な
ど
、

議
員
の
方
を
お
招
き
し
、
お
話

を
聞
く
機
会
を
持
ち
た
い
と
思

い
ま
す
。

5
西
湘
支
部

数田俊樹 平塚市議会議員

平
成
30
年
度　
第
３
回
研
修
会
な
ら
び
に
政
経
懇
談
会

森正明 神奈川県議会議員

県
議
３
人
、平
塚
市
議
会
１
人
、

各
議
員
か
ら
内
容
の
濃
い
貴
重
な
情
報

守屋てるひこ 神奈川県議会議員

厚
木
市
議
３
名
、県
議
３
名
と

県
央
エ
リ
ア
の
意
見
交
換

4
県
央
支
部

　

平
成
31
年
２
月
19
日
（
火
）、

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
海
老
名

に
於
い
て
平
成
30
年
度
県
央
支

部
政
経
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
神
奈
川
県
議
会
議

員
三
名
（
海
老
名
市
選
出　

長

田
進
治
氏
・
大
和
市
選
出　

藤

代
優
也
氏
・
厚
木
市
選
出 

山

口
貴
裕
氏
（
順
不
同
）
に
加
え
、

昨
年
度
と
同
様
に
厚
木
市
議
会

議
員
三
名
（
あ
つ
ぎ
み
ら
い　

沼
田
幸
一
氏
・
神
子
雅
人
氏
、

新
政
あ
つ
ぎ　

新
井
啓
司
氏

（
順
不
同
））
を
お
招
き
し
、『
県

政
報
告
、
市
政
報
告
及
び
不
動

産
に
関
す
る
諸
課
題
』
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

先
ず
初
め
に
厚
木
市
長
選
直

後
の
開
催
と
い
う
事
も
あ
り
、

参
加
者
よ
り
厚
木
市
長
選
の
結

果
を
踏
ま
え
た
此
れ
か
ら
の
厚

木
市
の
動
向
に
つ
い
て
の
質
問

が
為
さ
れ
、
意
見
交
換
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
参
加
者
よ
り
海
老
名
駅

東
口
の
再
開
発
に
つ
い
て
、
大

和
市
北
部･

南
部
の
交
通
整
備

状
況･

経
済
格
差
に
つ
い
て
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド･

歩
道

の
整
備
等
に
つ
い
て
の
質
問
が

出
さ
れ
、
各
県
議
会
議
員
と
解

消
策･

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
為
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
央
地
域
の
交
通
網

の
整
備
、
癌･

糖
尿
病･

薄
毛
予

防
に
関
す
る
取
組
み
事
例
等
に

つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
普

段
話
の
聞
く
こ
と
が
出
来
な
い

話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
政
経
懇
談
会
は
膝

を
突
き
合
わ
せ
た
ざ
っ
く
ば
ら

ん
な
座
談
会
で
の
開
催
と
し
た

為
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
、
日
頃
交
流
機
会
が
少
な

い
政
治
家
と
の
交
流
が
で
き
た

こ
と
は
、
大
変
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

鈴木正美支部長

　

平
成
30
年
8
月
30
日
（
木
）

藤
沢
商
工
会
議
所
ミ
ナ
パ
ー
ク

に
お
い
て
、
湘
南
支
部　

政
経

懇
談
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
衆
議
院
議
員
の
早
稲

田
ゆ
き
氏
を
お
招
き
し
ま
し

た
。
早
稲
田
氏
は
集
団
的
自
衛

権
の
廃
止
、
原
発
ゼ
ロ
法
案
、

防
災
、
観
光
、
子
育
て
政
策
の

提
案
な
ど
精
力
的
に
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

講
演
内
容
と
し
て
、
本
国
会

を
振
り
返
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の

不
動
産
業
界
・
２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
パ
ラ
を
見
据
え
た
動
き

に
つ
い
て
な
ど
、
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

来
年
、
東
京
２
０
２
０
大
会

に
お
い
て
、
江
ノ
島
で
セ
ー
リ
ン

グ
競
技
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

パ
ラ
を
見
据
え
た
動
き
で
は
、

①
民
泊
に
つ
い
て　

②
不
動
産

の
２
０
２
０
年
に
向
け
て
の
展

望
と
、
資
料
を
交
え
な
が
ら
非

常
に
興
味
深
い
貴
重
な
情
報
を

い
た
だ
き
、
会
員
の
皆
様
も
熱

心
に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
の
後
、
終
始
和
や

か
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

早
稲
田
ゆ
き
先
生
か
ら

’20
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

へ
の
動
き
を
聞
く

3
湘
南
支
部

早稲田ゆき氏

早稲田ゆき氏と支部役員一同

政
経
懇
談
会
を
開
催

市
の
「
空
き
家
」
対
策
減
少
に

向
け
た
取
り
組
み

2
横
須
賀
支
部

　

平
成
29
年
３
月
８
日
（
金
）、

セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て

横
須
賀
支
部
の
企
画
運
営
に
て

政
経
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
政
経
懇
談
会
は
、
湘

南
信
用
金
庫
理
事
長
の
石
渡
卓

様
、
横
須
賀
市
役
所
の
ま
ち
な

み
景
観
課
課
長
の
島
憲
之
様
を

お
招
き
し
て
の
二
部
形
式
に
て

行
い
ま
し
た
。

　

山
﨑
幹
事
長
の
主
催
者
挨
拶

の
第
一
部
と
し
て
、
島
憲
之
課

長
か
ら
、「
横
須
賀
市
の
空
家

対
策
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
横
須
賀
市
内
に
て

増
え
て
い
る
空
家
に
対
し
、
有

効
利
用
す
る
為
の
各
種
助
成
、

空
家
登
録
バ
ン
ク
、
各
機
関
と

の
連
携
な
ど
、
専
門
部
署
で
あ

る
ま
ち
な
み
景
観
課
を
中
心
と

し
た
市
を
あ
げ
て
の
様
々
な
施

策
、
空
家
減
少
へ
の
取
組
な
ど

に
つ
い
て
参
加
者
に
丁
寧
に
ご

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

第
二
部
は
湘
南
信
用
金
庫
理

事
長
の
石
渡
卓
氏
か
ら
「
横
須

賀
市
の
経
済
状
況
」
に
つ
い
て

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
横
須

賀
市
の
人
口
動
態
、地
域
経
済
、

付
加
価
値
に
よ
る
差
別
化
に
よ

石渡卓湘南信用金庫
理事長

る
こ
れ
か
ら
の
経
営
な
ど
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
事
例
や
デ
ー

タ
を
示
し
た
石
渡
理
事
長
の
経

済
講
演
に
、
参
加
者
の
皆
さ
ま

も
大
変
興
味
深
く
講
演
に
お
聞

き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
一
部
、
第
二
部
の

各
講
演
後
に
は
活
発
な
質
疑
応

答
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
終
了
後
は
、

最
近
話
題
の
横
須
賀
海

堡
丼
に
て
昼
食
を
兼
ね

た
親
睦
会
を
行
い
、
石

渡
理
事
長
、
及
び
ご
参

加
者
の
皆
さ
ま
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
懇

親
を
深
め
、
今
年
度
の

政
経
懇
談
会
は
閉
幕
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
少
し
で
も
多

く
の
会
員
の
皆
さ
ま
に

ご
参
加
い
た
だ
け
る
内

容
の
濃
い
企
画
を
考
え

て
ま
い
り
ま
す
。
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西
湘
支
部
支
部

会
員
大
沼
英
樹
氏
が

二
宮
町
議
に
当
選

　

平
成
30
年
11
月
18
日
。
二
宮

町
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、

西
湘
支
部
会
員
の
「
大
沼
英
樹

氏
」
が
初
立
候
補
な
が
ら
８
３

１
票
を
獲
得
し
、
第
７
位
の
成

績
で
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
沼
氏
は
二
宮
町
で
不
動
産

業
を
営
む
傍
ら
、
地
元
の
消
防

団
に
も
所
属
し
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
全
日
本
不
動

産
政
治
連
盟
神
奈
川
県
本
部

は
、
全
日
神
奈
川
政
策
研
究
会

の
発
足
や
５
年
ぶ
り
と
な
る
県

本
部
主
催
の
政
経
懇
談
会
と
非

常
に
充
実
し
た
活
動
の
一
年
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
全
日
神
奈
川
政

策
研
究
会
に
お
け
る
顧
問
議
員

と
の
会
合
を
定
期
的
に
設
け
る

こ
と
で
、
行
政
や
国
に
対
す
る

我
々
不
動
産
業
界
と
し
て
の
要

望
事
項
・
政
策
提
言
の
働
き
か

け
を
一
層
強
化
し
、
日
政
連
と

し
て
の
目
的
で
あ
る
会
員
の
皆

様
の
権
益
擁
護
お
よ
び
消
費
者

の
市
場
選
択
の
自
由
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
日
政
連
か
な
が
わ
第
４

号
の
発
行
に
つ
き
ま
し
て
は
一

年
間
の
活
動
の
ご
報
告
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、

全
日
本
不
動
産
政
治
連
盟
神
奈

川
県
本
部
の
活
動
に
対
し
、
多

大
な
る
ご
尽
力
を
、
数
多
く
の

役
員
・
会
員
の
皆
様
か
ら
頂
戴

し
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
し
、
本

稿
を
以
て
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

�

組
織
広
報
委
員
長　

大
久
保　

光
世

　
編
集
後
記

　

本
市
に
は
、
緊
急
車
両
や
タ

ク
シ
ー
等
が
入
れ
な
い
狭
あ
い

道
路
（
幅
員
４
ｍ
未
満
の
2
項

道
路
）
が
多
数
存
在
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
住
民
の
安
全
性
快

適
性
が
損
な
わ
れ
地
価
が
上
が

ら
ず
相
続
放
棄
地
と
な
っ
て
い

る
住
宅
地
の
実
情
や
、
20
年
前

か
ら
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
藤
沢
市
で
は
人
口
増
加
な

ど
の
成
果
を
出
し
て
い
る
状
況

を
み
て
も
、
当
部
会
で
は
本
市

の
狭
あ
い
道
路
に
関
す
る
取
扱

い
が
人
口
減
少
他
の
原
因
に
も

な
っ
て
い
る
大
き
な
問
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
状
況

に
鑑
み
、
長
年
状
況
が
改
善
さ

れ
て
い
な
い
本
市
の
狭
あ
い
道

路
拡
幅
整
備
補
助
事
業
に
つ

き
、
簡
素
化
と
迅
速
化
、
柔
軟

な
対
応
、
補
助
額
の
増
額
、
併

せ
て
狭
あ
い
道
路
の
整
備
を
促

進
す
る
条
例
を
制
定
し
、
市
に

よ
り
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
部
分
の
買

取
り
を
行
う
よ
う
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

横
須
賀
市
へ『
狭
あ
い
道
路
の

取
り
扱
い
に
関
す
る
要
望
書
』を
提
出

横
須
賀
商
工
会
議
所 

不
動
産
部
会左から　田口部会長、上地横須賀市長、草間副部会長、山﨑副部会長、

桐ケ谷前部会長

狭あい道路問題について検討を重ねた要望
書を提出

　

平
成
30
年
11
月
30
日
（
金
）、

市
内
中
国
名
菜　

敦
煌
に
て
政

経
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
本
部
か
ら
山
﨑
一
守
幹
事

長
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
支

部
会
員
30
名
、
相
模
原
市
と
座

間
市
の
県
議
、
市
議
16
名
、
合

わ
せ
て
47
名
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形

式
で
行
わ
れ
た
懇
談
会
は
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
①
相
模
総
合
補
給

廠
跡
地
、
橋
本
リ
ニ
ア
再
開
発

を
ど
う
す
る
か
？　

②
相
模
原

市
の
今
後
は
？　

③
座
間
（
県

央
地
区
）
の
今
後
は
？　

を
取

り
上
げ
、
議
員
の
皆
様
か
ら
相

模
原
市
、
座
間
市
の
多
岐
に
わ

た
る
政
策
に
関
し
て
の
お
話
と

会
員
と
の
活
発
な
意
見
交
換
も

あ
り
、
ま
さ
に
討
論
会
の
よ
う

で
時
間
が
足
り
な
い
く
ら
い
で

し
た
。

　

そ
し
て
懇
談
会
の
後
、
懇
親

会
を
行
い
お
い
し
い
中
華
料
理

と
お
酒
も
交
え
て
普
段
は
聞
け

な
い
興
味
深
い
お
話
も
あ
り
、

名
刺
交
換
・
情
報
交
換
等
、
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
幕

を
閉
じ
、
相
模
原
支
部
な
ら
で

は
の
楽
し
く
有
意
義
な
政
経
懇

談
会
と
な
り
ま
し
た
。

相
模
原
市
と
座
間
市
の

県
議
、市
議
16
名
と

政
策
に
関
し
て
活
発
に
意
見
交
換

6
相
模
原
支
部

7川崎支部
５名の市議に各会派の
協力体勢、意見の違いを聞く

　

川
崎
支
部
で
は
、
平
成
31
年

2
月
12
日（
火
）エ
ポ
ッ
ク
中
原

に
お
い
て
、
川
崎
支
部
政
経
懇

談
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
自

民
党
か
ら
二
名
、
公
明
党
、
共

産
党
、
無
所
属
議
員
か
ら
各
一

名
ず
つ
ご
参
加
い
た
だ
き
、「
市

政
報
告
及
び
不
動
産
に
関
す
る

懸
案
事
項
」
に
つ
い
て
と
事
前

に
会
員
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
ご
質
問
「
等
々
力
大
橋
か
ら

武
蔵
小
杉
周
辺
の
拡
幅
工
事
の

進
捗
状
況
」「
横
浜
市
営
地
下

鉄
の
あ
ざ
み
野
か
ら
新
百
合
ケ

丘
へ
の
延
伸
」
等
に
つ
い
て
、

写
真
や
図
入
の
資
料
を
基
に
、

丁
寧
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
地
下
鉄
３
号
線
延
伸
」

に
お
き
ま
し
て
は
３
候
補
あ
る

ル
ー
ト
の
中
で
、
問
題
点
や
現

状
で
の
有
力
ル
ー
ト
・
開
業
予

定
時
期（
平
成
42
年
）な
ど
詳
し

い
説
明
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、

党
派
を
超
え
た
協
力
体
勢
や
意

見
の
違
う
部
分
な
ど
、
熱
気
あ

る
討
論
会
の
よ
う
で
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は

各
議
員
さ
ん
と
の
名
刺
交
換
や

会
食
・
会
話
も
弾
み
、今
後
の
政

治
と
経
済
の
架
橋
に
な
る
政
経

懇
談
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

異
な
る
会
派
の
議
員
さ
ん
を

お
招
き
す
る
和
や
か
な
川
崎
支

部
ら
し
い
特
色
あ
る
交
流
会
で

し
た
の
で
、
来
年
以
降
も
よ
り

多
く
の
会
員
様
の
ご
出
席
と
、

ご
意
見
を
頂
戴
出
来
れ
ば
幸
い

で
す
。

市政報告や意見交換などを行う川崎市議のみなさん

令和元年 6月 20日 4日政連神奈川　年間活動報告（平成30年度総集編）第４号


